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少
子
高
齢
化
を
背
景
に
、
わ
が
国
は

人
口
減
少
時
代
に
入
り
ま
し
た
。
将
来

に
向
け
て
活
力
あ
る
社
会
を
維
持
す
る

た
め
、
政
府
は
２
０
１
４
年
12
月
、
人

口
の
現
状
と
将
来
の
姿
を
示
す「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
、
政
策
の
目
標
や
施
策
を
示
す
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
帯
広
市
で
は
、
人
口

減
少
に
伴
う
地
域
経
済
の
縮
小
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
低
下
な
ど
に
対
応

し
、
持
続
的
に
発
展
す
る
活
力
あ
る
地

域
を
つ
く
る
た
め
、
今
年
２
月
、「
帯

広
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、「
帯
広
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
て
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

帯
広
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
地
方
創

生
の
取
り
組
み
を
立
案
す
る
基
礎
資
料

で
す
。
２
０
６
０
年
ま
で
の
人
口
動
態

（
出
生
、
死
亡
、
転
入
、
転
出
）
や
将

来
推
計
を
も
と
に
、
今
後
目
指
す
べ
き

方
向
や
人
口
の
将
来
展
望
を
示
し
て
い

ま
す
。

人
口
の
こ
れ
ま
で
の
動
き
と
将
来
推
計

　

国
勢
調
査
に
お
け
る
帯
広
市
の
総
人

口
は
、
２
０
０
０
年
の
17
万
３
０
３
０

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所（
以

下
「
社
人
研
」）
に
よ
る
と
、
２
０
４
０

年
に
、
13
万
１
１
９
８
人
に
な
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
構
成
を
見
る

と
、
年
少
人
口
（
15
歳
未
満
）
と
生
産

年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
）
は
減
少
す
る

一
方
、
老
年
人
口
（
65
歳
以
上
）
は
増

加
を
続
け
、
高
齢
化
率
（
人
口
に
占
め

る
65
歳
以
上
の
割
合
）
は
２
０
４
０
年

に
39
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

ま
た
、
出
生
数
か
ら
死
亡
数
を
引
い

た
「
自
然
増
減
」
は
２
０
１
０
年
に
マ

イ
ナ
ス
と
な
り
、
今
後
も
減
少
が
見
込

ま
れ
ま
す
（
図
２
）。
こ
れ
は
、
高
齢

化
に
よ
り
死
亡
数
が
増
加
す
る
一
方
、

合
計
特
殊
出
生
率
（
１
人
の
女
性
が
一

生
の
間
に
産
む
子
ど
も
の
平
均
数
）
が

低
い
た
め
で
、
未
婚
化
・
晩
婚
化
の
進

行
や
子
育
て
の
負
担
感
な
ど
が
背
景
と

し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
転
入
か
ら
転
出
を
引
い
た

「
社
会
増
減
」
は
マ
イ
ナ
ス
が
続
い
て

き
ま
し
た
が
、
周
辺
自
治
体
の
宅
地
供

給
が
落
ち
着
い
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、

２
０
１
０
年
以
降
は
、
ほ
ぼ
均
衡
し
て

い
ま
す
（
図
３
）。
年
齢
別
で
は
、
高

校
卒
業
後
の
進
学
・
就
職
に
よ
る
転
出

と
、
大
学
卒
業
後
の
就
職
に
よ
る
転
入

が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
15
歳
以
下
、
20
代

後
半
～
40
代
前
半
、
50
代
後
半
で
転
出

超
過
が
生
じ
て
い
ま
す
。
地
域
別
で
は
、

東
京
や
札
幌
に
は
転
出
超
過
、
札
幌
以

外
の
道
内
と
、
周
辺
３
町
を
除
く
管
内

か
ら
は
転
入
超
過
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
の
影
響
と
今
後
の
方
向
性

　

人
口
減
少
は
、
労
働
力
の
減
少
や
消

費
の
縮
小
な
ど
を
も
た
ら
し
、
地
域
経

済
の
活
力
低
下
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
教

育
・
保
育
環
境
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
ま
た
、
老
年
人
口
の
増
加
に
よ
る

医
療
費
の
増
加
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
ま
す
。

　

今
後
、
自
然
動
態
、
社
会
動
態
の
両

面
か
ら
、
人
口
減
少
を
最
小
限
に
と
ど

め
つ
つ
、
減
少
の
程
度
を
想
定
し
た
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
自
然
動
態
の
改
善

　

若
者
の
結
婚
・
出
産
の
希
望
を
か
な

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
安
定
し
た
雇
用
や
収
入
の
確
保
、

仕
事
と
家
庭
・
子
育
て
の
両
立
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
社
会
動
態
の
改
善

　

魅
力
あ
る
仕
事
づ
く
り
や
、
都
市
と

自
然
が
調
和
し
た
豊
か
な
生
活
環
境
の

発
信
な
ど
に
よ
り
、
東
京
や
札
幌
へ
の

転
出
を
減
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

合
計
特
殊
出
生
率
は
、
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
が
高
い
水
準
で
実

現
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
２
０
４
０
年

に
２
・
07
に
な
る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
増
減
は
今
後
の
取
り
組
み

の
効
果
に
よ
り
、
お
お
む
ね
10
年
間
で

８
０
０
人
程
度
の
転
入
超
過
に
な
る
と

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
条
件
で
人
口
推
計
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
２
０
６
０
年
の
帯
広
市
の
総

人
口
は
13
万
１
１
８
４
人
と
な
り
、
社

人
研
準
拠
推
計
よ
り
３
万
４
８
１
２
人

多
く
な
り
ま
す
。（
図
４
）

　

高
齢
化
率
は
２
０
５
０
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
し
、
２
０
６
０
年
に
は
35
・
９

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
一
方
、
年
少
人
口

の
割
合
は
上
昇
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す

（
図
５
）。
ま
た
、
０
～
59
歳
ま
で
の
各

年
齢
別
人
口
が
同
程
度
と
な
り
、
年
齢

構
成
が
安
定
化
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

地
方
創
生
の
取
り
組
み

帯
広
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
帯
広
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

　
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
、
将
来
に
向
け
て
発
展
す
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
人
口
の
現
状
分
析
や
将
来
展
望
な

ど
を
示
す
「
帯
広
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
人
口
対
策
の
基
本
計
画
で
あ
る
「
帯
広
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

政
策
室
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
０
４
）

問
い
合
わ
せ

長
期
的
な
人
口
の
動
き
を
示
す

「
帯
広
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
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「
帯
広
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
は
、
帯
広
市
に
お
け
る

人
口
対
策
の
基
本
と
な
る
計
画
で
す
。

平
成
31
年
度
ま
で
を
対
象
期
間
と
し
て
、

基
本
理
念
や
目
標
、
取
り
組
み
の
方
向

性
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
戦
略
の
総
括
や
方
針
決
定
は
、

市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
帯
広
市
総
合

戦
略
本
部
会
議
」
で
行
い
ま
す
。
取
り

組
み
の
検
討
や
評
価
・
検
証
な
ど
は
、

産
業
界
、
大
学
、
金
融
機
関
、
労
働
団

体
、
報
道
機
関
、
住
民
な
ど
が
参
加
す

る
「
帯
広
市
総
合
戦
略
推
進
会
議
」
で

行
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
基
本
方
針

　

十
勝
・
帯
広
は
、「
フ
ー
ド
バ
レ
ー

と
か
ち
」
を
旗
印
に
、
食
の
輸
出
拡
大

や
健
康
に
良
い
食
品
開
発
、
バ
イ
オ
マ

ス
の
活
用
、
体
験
・
滞
在
型
観
光
な
ど
、

食
や
農
林
水
産
業
を
柱
と
し
た
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
帯
広
市
は
医
療
・
教
育
・
商
業

な
ど
の
機
能
を
持
ち
、
十
勝
の
発
展
を

支
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
高
速
道
路

の
延
伸
な
ど
に
よ
り
東
北
海
道
に
お
け

る
優
位
性
を
高
め
、
拠
点
都
市
と
し
て

さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
都
市
と
自
然
の
良
さ
を
活

か
し
て
、
住
み
よ
い
生
活
環
境
や
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
新
た
な
価
値
を

創
り
出
す
こ
と
で
、
人
口
減
少
や
環
太

平
洋
連
携
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
な
ど
の
課

題
を
乗
り
越
え
、
将
来
に
わ
た
り
発
展

を
続
け
る
活
力
あ
る
地
域
を
つ
く
る

た
め
、
総
合
戦
略
の
基
本
理
念
を
「
都

市
と
自
然
の
価
値
共
創　

～
フ
ー
ド
バ

レ
ー
と
か
ち
～
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

健康機能性食品開発などに向けた
域外企業との連携

移住フェアへの出展

◆基本目標①　新たな「しごと」を創り出す ◆基本目標②　十勝・帯広への「ひと」の流れをつくる

帯広市まち・ひと・しごと創生総合戦略の目標と取り組み

人
口
対
策
の
取
り
組
み
な
ど
を
示
す

「
帯
広
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」

認知症サポーター養成講座地域子育て支援センター
（市内６カ所の保育所に併設）

◆基本目標④　安全安心で快適なまちをつくる◆基本目標③　結婚・出産・子育ての希望をかなえる

アウトドア活動 保育所における
地域ボランティア活動

◆十勝の「稼ぐ力」を極大化する ◆新たな「つながり」を紡ぐ

価値共創プロジェクト 総合戦略を効果的に推進するため、域内外の住民や事業者、関係機関など幅広い分野の人々
と連携して、横断的な取り組みを進め、新たな価値の創出を目指します。

　地域経済の活力を高めるため、豊かな自然や食・農業などを最大限
に活かし、地域全体の収益力（「稼ぐ力」）を高めるプロジェクトを進
めます。
◦フードバレーとかち輸出戦略拠点の形成
　�食の安全管理の仕組みの導入や物流・備蓄機能の整備検討など
◦日本トップクラスの「食」のブランドづくり
　�東京オリンピック・パラリンピックなどに向けた最高水準の食の
　ブランドづくり
◦「混血型」事業創発の促進
　�域内外の起業家と支援者の協力による
新たな事業構想の創発

◦�自然を満喫するプレミアムなライフ
　スタイルの提案
　�雄大な自然を活かしたアウトドア活動
の推進

　人と人との新たな「つながり」を通し、子育てや高齢者の見守りな
どを社会全体で支え、安心して幸せに暮らせる地域をつくるプロジェ
クトを進めます。
◦帯広版アクティブ・ラーニングの推進
　�遊びや体験などを通じた主体
　的・協働的な学習の推進
◦地域包括ケアの仕組みづくり
　�高齢者が日常生活圏で必要な
　サービスを受けられる支え合
　いの仕組みづくり

　基幹産業である農業を基盤に、食料、健康、環境・エネルギーなど
の分野を柱として、時代に即した新たな商品やサービスなどの価値を
創造し、地域経済の好循環につなげることにより、誰もが誇りを持ち、
安心して働き続けられる新たなしごとをつくります。
取組方向
◦地域資源を活かした産業振興
◦地域産業の競争力強化
◦産業人の育成
数値目標
◦十勝管内農畜産物の輸出額　17億円
◦製造品出荷額　1380億円
◦食料品製造業従業者１人当たり
　付加価値額　1002万円
◦創業・起業件数　250件
◦法人市民税（法人税割）の賦課法人数　2185社から増加

　身近な地域における人のつながりを強め、高齢者の見守りや防災な
どへのきめ細かな対応を図るとともに、広域連携などを通じ、医療機関、
商業施設、公共交通などの生活機能を維持・充実し、誰もが生涯にわ
たり安心して快適に住み続けられるまちをつくります。
取組方向
◦地域コミュニティの活性化
◦高齢社会への対応
◦都市機能の確保
◦広域連携の推進
数値目標
◦町内会加入率　70.7％
◦認知症サポーター数…1万8670人
◦帯広市が住みやすいと思う人の割合　86.8％から上昇

　仕事と生活の調和がとれ、男女がともに働き続けられる雇用環境の
確保や、子育て世代の孤立を防ぎ、安心して子どもを産み、楽しく子
育てできる環境づくりを進め、結婚・出産・子育てに関する希望をか
なえられる地域をつくります。
取組方向
◦仕事と生活の調和の促進
◦子育て・教育環境の充実
数値目標
◦子育て応援事業所登録事業所数
　300事業所
◦この地域で今後も子育てをして
　いきたいと思う人の割合　93％

　雄大な自然と都市の利便性が程良く調和した十勝・帯広の特性を活か
し、心豊かな時間やライフスタイルを楽しめる新たな魅力を創造し、十
勝でビジネスを起こす人、十勝を楽しむ人などを呼び込み、経済活動や
交流を活性化するとともに、交流人口・定住人口の増加につなげます。
取組方向
◦地域の魅力の共有
◦移住・定住の促進
◦地域特性を活かした十勝観光の展開
数値目標
◦帯広市の観光入込み客数
　（延べ人数）　272万人
◦とかち帯広空港の定期便利用
　乗降客数　63.1万人
◦移住者数　120人
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